
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本共産党杉並区議会議員 
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陳情が区民生活・保健福祉委員会で採択へ 
パートナー制度拡充、核兵器禁止条約批准、保育士配置引き上げ等 

 

 

新
生
議
会
の
前
向
き
変
化 

採
択
さ
れ
る
陳
情
が
増
え
る 

2
月
20
日
、
杉
並
区
議
会
区
民
生
活
委
員
会
で
『
杉
並

区
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
へ
事
実
婚
カ
ッ
プ
ル
も
適
用

を
求
め
る
陳
情
』『
杉
並
区
議
会
が
「
日
本
政
府
に
核
兵
器

禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
す
る
こ

と
を
要
請
す
る
陳
情
』（
同
趣
旨
ほ
か
１
本
）
を
審
査
（
詳

細
裏
面
参
照
）
、
い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。（
下
表
参
照
） 

21
日
の
、
杉
並
区
議
会
保
健
福
祉
委
員
会
で
は
、『
子
ど

も
の
た
め
に
保
育
士
配
置
基
準
の
引
き
上
げ
を
求
め
る
意

見
書
を
国
に
対
し
て
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
陳
情
』
を

審
査
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
裏
面
参
照
）
。 

こ
れ
ら
の
陳
情
は
、
3
月
18
日
の
本
会
議
に
て
全
議
員

参
加
の
も
と
、
最
終
的
な
採
決
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

東
京
新
聞
報
道
（
左
上
）
で
は
、
他
自
治
体
に
お
い
て
も

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
に
事
実
婚
カ
ッ
プ
ル
を
対
象
に

し
て
い
る
事
例
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
杉
並
区
で

も
岸
本
区
政
の
も
と
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

党
区
議
団
は
、
結
婚
の
際
に
ど
ち
ら
か
一
方
が
必
ず
改

姓
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
日
本
だ
け
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
。
行
政
の
役
割
は
夫
婦
別
姓
を
求
め
る
夫
婦
の
不
自

由
さ
を
改
善
す
る
事
で
あ
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度

に
事
実
婚
カ
ッ
プ
ル
を
適
用
す
る
こ
と
は
、
基
本
的
人
権

の
尊
重
と
結
婚
の
自
由
を
保
障
す
る
も
の
、
と
意
見
を
述

べ
採
択
を
主
張
。
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。 

本
会
議
に
お
い
て
も
採
択
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。 

2023 年 6 月 4 日付け東京新聞 

■区民生活委員会（２０２４年２月２０日）での陳情の賛否 

①「杉並区パートナーシップ制度へ事実婚カップルも適用を求める陳情」 

②杉並区議会が「日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める意見
書」を提出することを要請する陳情 

役職 議員 会派 
①事実婚適用

を求める陳情 

②核禁止条約参

加を求める陳情 

委員長 ひわき 岳 立憲 ー ー 

副委員長 藤本 なおや 自無 退席 × 
  田中 ゆうたろう セン × × 
  和氣 みき 共産 ○ ○ 
  山名 かなこ れ耕 ○ ○ 
  安田 マリ 立憲 ○ ○ 
  松尾 ゆり 杉わ ○ ○ 
  山本 ひろ子 公明 ○ × 
  井口 かづ子 維無 欠 欠 
 
※ 委員長は表決に加われないため空欄。賛否：〇／賛成、×／反対、欠／欠席 
※ 会派の正式名称：自無／自民党・無所属杉並区議団、共産／日本共産党杉並区議団、立
憲／立憲民主党杉並区議団、公明／杉並区議会公明党、維無／維新・無所属議員団、れ耕
／れいわを耕す、セン／杉並をセンタク致し候、杉わ／杉並わくわく会議 

■保健福祉委員会（２０２４年２月２1日）は全会一致で採択 
 

事
実
婚
カ
ッ
プ
ル
も
対
象
へ 

杉
並
区
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
、
性
的
マ
イ
ノ
リ

テ
ィ
の
カ
ッ
プ
ル
に
区
が
受
理
証
等
を
交
付
し
、
区
が
可

能
な
範
囲
で
配
偶
者
と
同
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も

の
で
す
。 

今
回
提
出
さ
れ
た
陳

情
の
内
容
は
、
選
択
的
夫

婦
別
姓
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
も
と
で
、
事
実
婚

関
係
を
選
択
し
て
い
る

異
性
カ
ッ
プ
ル
も
、
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の

対
象
に
す
る
こ
と
を
求

め
る
も
の
で
す
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日本政府に核兵器禁止条約への参加を求める 
 

日本政府への意見書採択を求める陳情を委員会採択 

 

全
国
約
４
割
の
自
治
体
が
採
択 

杉
並
区
か
ら
も
核
廃
絶
の
声
を 

核
兵
器
禁
止
条
約
は
、
歴
史
上
初
め
て
核
兵
器
を
違
法
な
も
の
と
し

た
画
期
的
な
条
約
で
、
今
年
1
月
22
日
に
発
効
か
ら
3
年
を
迎
え
ま

し
た
。
現
在
、
条
約
批
准
国
は
70
ヵ
国
、
署
名
国
は
93
ヵ
国
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

し
か
し
、
日
本
政
府
は
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら
、
一

貫
し
て
条
約
批
准
に
背
を
向
け
続
け
て
い
ま
す
。 

今
回
の
陳
情
の
内
容
は
、
地
方
議
会
の
約
４
割
が
条
約
参
加
を
求
め

る
意
見
書
を
採
択
し
て
お
り
、
か
つ
て
杉
並
区
議
会
で
も
超
党
派
で
水

爆
禁
止
を
決
議
し
た
歴
史
に
思
い
を
は
せ
、
政
府
に
条
約
参
加
を
求
め

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
も
の
で
す
。 

党
区
議
団
は
「
ロ
シ

ア
や
イ
ス
ラ
エ
ル
が

核
の
威
嚇
や
使
用
に

言
及
す
る
な
ど
緊
張

を
強
い
ら
れ
て
い
る

状
況
の
も
と
で
、
核
兵

器
禁
止
条
約
は
、
逆
流

に
対
抗
す
る
『
希
望
の

光
』
と
し
て
輝
き
を
増

し
て
お
り
、
日
本
政
府

が
参
加
す
る
こ
と
は

大
き
な
意
義
が
あ
る
。

杉
並
区
議
会
と
し
て

意
見
書
を
提
出
す
べ

き
」
と
意
見
を
述
べ

「
採
択
」
を
主
張
。
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。 

保育士配置基準の引き上げを 
 

藤本副委員長が陳情審査を拒絶し、退席 

「杉並区パートナーシップ制度へ事実婚カッ

プルも適用を求める陳情」の審査の冒頭、藤本な

おや副委員長が突然退席するという事態が起き

ました。 

退席の理由は、当該陳情の審査を行なうべきで

はないとの藤本氏の主張が、ひわき委員長に聞き

入れられずに陳情が審査されたから、というもの

です。 

しかし、陳情審査については、委員長の判断に

委ねるのが杉並区議会の慣例となっています。 

過去には、藤本氏と同じ会派であった議員が陳

情審査の判断について「あくまでも委員長の権

限」と発言しており、過去の議事録では、会派の

違いを超えて、そのような発言が相次いで行なわ

れています。 

議会の申し合わせ事項でも陳情審査率を向上

させるために「委員長のリーダーシップを発揮す

る」ことが示されており、藤本氏の言い分は通用

しません。 

本来、どのような案件でも、議題となったもの

については議論を行い、意見を表明することが区

議会議員としての責務ではないでしょうか。 

4・5歳児の配置基準の国際比較 

日本は保育士 1人あたりの子どもの数が多すぎる 

日
本
原
水
協
調
査
（
２
０
２
３
年
11
月
2
日
時
点
）

で
６
７
１
自
治
体
が
意
見
書
を
採
択
。 

日本の保育士配置基準は各国と比べてあまりに

低く（下記、全国保育団体連絡会資料）、最低レベ

ルです。子どもに安全で豊かな育ちを保障する基

準になっていません。保育士配置基準の引き上げ

を求め、保育士や保護者が国に対する働きかけに

尽力してきました。その世論の広がりが、国の政

治を動かし、４～５歳児では、保育士１人のみる

子どもの人数の基準を現在の３０人から２５人に

改めるなどの方針が示されました。私はさらなる

配置基準引き上げと処遇改善を求め、陳情の「採

択」を主張。全会一致で採択されました。 


